
【取組内容】 協働的な学び・個別最適な学びの一体的な充実

小浜市立雲浜小学校（福井県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童が学び方を選択する授業作り

目的意識をもって協働する

協働的な学びの充実に向けて、児童が目的意識をもって関わる

相手を選ぶことができるような学習環境作りにも取り組んだ。

チャットや共同編集が可能なアプリを活用し、児童それぞれが

設定した課題や考えを一覧にして共有した。自分と他者の考えを

比較し、自分と同じ考え、異なる考え、もっと深く聞いてみたい

考えなどを児童がつかみ、どのような考えの仲間と話し合いたい

のか、目的意識をもって関わることで深い学びへとつながるよう

に支援した。

何を学ぶのか(学習課題)、誰と学ぶのか（学習形態）、どのように学ぶのか

（学習過程）など、様々な学び方を児童が選択したり、自分で決めたりする機会

を通して、個別最適な学びの実現を目指した。

これまで通りの授業をベースにしながら、学年や学級の実態、教師の願いに合

わせて、無理のない形で子どもが決定する割合を調整した授業作りに取り組んだ。

また、これまでの学校文化や研究成果も踏まえて、学校として大事にしたい学び

方を整理し、共通理解を図った。

低学年は「一人でする」「ペアでする」といった、授業の一部分で自己選択す

ることから始め、学年に応じて自己選択する割合を増やしながら、身に付けた学

び方を発揮する場面を作ることで、個々の学び方の成長の見取りを行った。



【取組内容】 児童と共有する単元計画「学びプラン」

小浜市立雲浜小学校（福井県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

これまでの指導案では教師が自分の指導のために単元計画

を立てていた。その単元計画の部分を児童に示す形にして記

載し、児童と共有できる単元計画「学びプラン」を作成し、

児童が主語になる授業を意図した。

各学年や教科の実態によって記載する表現を合わせながら、

単元全体の時数や学習活動、学習内容を一覧にした単元計画

を児童と共有した。児童自身が学習の見通しをもって授業に

取り組む中で、児童が何をゴールにしているか、現在どの部

分を学んでいるか、どんな力を付けるために学んでいるかを

意識させることで、必要な資質能力が育まれていくような授

業作りに取り組んだ。

学びプランを作成する中で、教師は単元で身に付けさせたい資質

能力が育まれていくように構成を考え、児童が学び方を選択する場

面について見通しを持たせるようにした。特に、一斉指導で学び方

の定着を図る部分と児童に自己選択させる部分とを単元のどこでど

のように取り入れていくかを見極めながら、児童が学ぶ力を身につ

けていくために教師自身が見通しと意図をもって指導を行った。

児童が見通しをもって学習を進める

教師も学習の見通しをもつ



【取組内容】 情報モラル教育の推進

小浜市立雲浜小学校（福井県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

デジタルシティズンシップについて考える集会の実施

タブレット端末活用の手引きの作成

授業等でタブレットを使用する機会が増えるにつれ、校内では休み時間や家庭での

使い方について課題も出てきた。そこで、タブレットの使用について見直すきっかけ

として全校集会でタブレットを「学び」に使うとはどういうことか教師から課題提示

を行った。集会での話を受けて各学級でタブレットの使い方の現状や、よりよい使い

方について話し合い、タブレットを学びにつなげる意識の高揚を図った。

児童、保護者とタブレット活用の共通理解を図るため

に、タブレット端末活用の手引きを作成した。手引きを

元に、児童への指導や保護者への理解を促すことで、タ

ブレットの望ましい使い方を周知した。

児童が主体となりタブレット活用ルールを話し合う

教師からの発信だけでなく、児童主体でのルール作りも進めた。全

学年の代表児童が集まり、学級の実態などを交流した。そこで見えて

きた実態を踏まえて、全校の目標や低学年・中学年・高学年の目標を

児童が考え、全校に周知し、児童からもよりよいタブレットの使い方

を発信していく活動に取り組んだ。

前年度LDX指定校の敦賀南小学校の手引きを元に作成



【取組内容】 情報の集約化と情報共有の迅速化

小浜市立雲浜小学校（福井県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

職員ポータルサイトの開設

ホームページ作成ツールを用いて職員用ポータルサイトを作成し、

運用を行った。クラウド上にアップされた各種データにリンクさせ

ることにより、必要な情報を一元的に管理した。

年間行事予定、月間予定、週

予定がリンクしているので作成

の手間も省け、予定の変更等も

即時反映されるため、いつでも

どこでも最新の情報を入手する

ことができる。

会議資料、起案文書等をポー
タルサイト上（ワークスペー
ス）で共有し、共同編集するこ
とで、事前に内容を周知でき、
会議時間の短縮、ペーパレス化
につなげることができた。

欠席連絡フォーム
と出欠黒板をポータ
ルサイト上に反映さ
せることにより、朝
の時間的余裕の捻出
と出欠状況の共有を
図った。



【取組内容】 校内研究会をペーパレスで効率化・効果の最大化

小浜市立雲浜小学校（福井県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

参観者からのフィードバック

職員・参観者と最新の情報を共有

授業研究会に関する情報を一元化するサイトを開設。校内教職員も参観いただ

ける方も効率よく必要な情報を得ることができるようにした。ペーパーレスで紙

での資料を用意する必要がなく、研究会の準備に手間がかからず時間短縮を図る

ことができた。

デジタルホワイトボード上で
事後研に参加した全てのメンバーと内容を共有

参観者に「参観後の感想」や「事後アンケート」を協力いただく際もリンク

を掲載しておくことでGoogleフォームを活用して即時に回答、集約を行った。

また、デジタルホワイトボードのリンクを掲載しておくことで、参観者と共有

した学びの記録をすべて保存することができ、どちらもフィードバックとして、

本校職員の新たな学びに繋げることができた。


